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誰もが自分らしく個性と能力を発揮できる男女共同参画社会を実現すること。

施策の方向 あらゆる分野で誰もが活躍できるまちづくり

令和５年度は三島市男女共同参画プランに基づき、企業向け及び男性労働者向けにそれぞれ男女共同参画推進セミナーを実施し、男性の育休取得と家事育児の参画につ
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